
様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 緑が丘地域防災事業実行委員会

２ 事業の名称 緑が丘地域防災事業

３ 実 施 期 間 令和６年５月１６日から令和６年９月１８日まで

４ 事 業 内 容

親子向け防災教室「親子で“防災”を学ぼう！」を実施した。

(1) 日 時 令和６年９月７日（土）

午前９時～午後０時

(2) 場 所 緑が丘地域活動センターグリンパル

(3) 講 師 旭川市防災安全部防災課 藤田 一彦 氏

(4) 協 力 旭川市南消防署緑が丘出張所，旭川医科大学，

一般社団法人旭川緑が丘スポーツクラブ

(5) 参加人数 合計６９名

（参加者４４名（子ども２３名，保護者１８名，地域住民３名），

実行委員等１５名，指導員６名（防災課２名，南消防署４名），

旭川医科大学学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ２名，神楽支所２名）

(6) 内 容 ■ 防災ミニ講話『災害時の行動について』

（＋防災課 夛田 大吾 氏による能登半島地震・被災地の状況説明）

■ 防災体験学習

〇避難所設営体験

・避難所での生活スペースを知ろう

・段ボールベッド，簡易トイレの組立・撤収

〇おうちの防災用具チェック！（＋非常持ち出し袋重さ体験）

〇アルファ化米の作り方・非常食試食

〇緊急車両（消防車・救急車）の見学

〇ＡＥＤ使用方法・救命救急（心臓マッサージ）体験

〇水消火器による消火体験，ポンプ車放水体験

５ 成果と課題

【成果】

・親子で様々な防災学習に取り組んでもらうことができ，地域住民の

防災への意識付けに資することができた。

・子どもにも昨年度以上に積極的に体験メニューに取り組んでもらい，

より充実した防災学習を行うことができた。

【課題等】

・地域で行われる子ども向けイベントと実施日程が急遽重なったこと

により，参加申込がなかなか増えない期間があったので，次年度は

地域との調整をより密にし，参加者増へ向けた取組方法等について

検討する。

・地域全体の防災力向上に向け，単発のイベントで終わらせるのでは

なく，地域の防災体制組織づくりなども含め，今後実施内容を検討

していく必要がある。

資料４



様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団 体 名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補 助 金 80,000 ▲ 31,636
包括型まちづくり事業補助金
部会配当分48,364円

合　計 80,000 ▲ 31,636

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

報 償 費 15,000 5,000 5,000 ▲ 10,000 一文字作成謝礼　　　　　 　　5,000円

消耗印刷費 52,060 36,679 36,679 ▲ 15,381
募集チラシ（A4・2,000枚）　　6,150円
消耗品（試食用皿ほか）　　　 4,351円
参加者試食用非常食　　　　　26,178円

保 険 料 2,000 1,575 1,575 ▲ 425 傷害保険料　　　　　　　 　　1,575円

使用料及び
賃 借 料

10,940 5,110 5,110 ▲ 5,830
会場使用料（グリンパル）
・実行委員会　　　　　 　 　 　520円
・親子で“防災”を学ぼう！　 4,590円

合　計 80,000 48,364 48,364 ▲ 31,636

　収　支　決　算　書

緑が丘地域防災事業

緑が丘地域防災事業実行委員会

決算額
(Ｂ)

48,364

48,364


